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全会一致で採択された国際
目標です。

◇気候変動や格差などの幅広い

課題の解決を目指していま

す。

◇先進国も途上国もすべての国

が関わって解決していく目標

です。

◇各取組が貢献するSDGｓの

ゴールを目次に示します。
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□ごあいさつ
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和歌山高炉セメント株式会社の三河一晴です。

和歌山高炉セメント株式会社は地球環境に配慮し、たゆまない技術開発と多様な

事業活動を通じて、豊かな社会の維持・発展に貢献する企業を目指します。

行動指針

①信用を重んじ、健全な事業活動を行います。

②法令・規則を守り、社会良識に則って行動します。

③お客様と社会の信頼や期待に応える製品・サービスを提供致します。

④時代の変化に柔軟に対応し、効率的経営を行い、企業価値の向上を図ります。

⑤人権を尊重し、安全で活力あふれる職場環境をつくります。

⑥社員一人ひとりを大切にします。

当社は１９９０年に住友大阪セメント株式会社と日本製鉄株式会社の共同出資

により設立された会社で、日本製鉄 和歌山製鉄所構内に立地しております。

製鉄所内から発生する高炉水砕スラグと排脱石膏を粉砕し、高炉スラグ微粉末

を製造してます。

製鉄所内には和歌山北港があり、もう一つの原料である普通ポルトランドセメン

トを受け入れており、高炉スラグ微粉末と混合し、高炉セメントＢ種を生産しており

ます。高炉セメントは船出荷し、日本中に供給しております。

高炉セメントの特長として製鉄所の副製品を利用している事もあり、ポルトランド

セメントより製造に要する熱負荷が小さい為、二酸化炭素排出が抑制された製品

です。

製品は、長期強度の増進が大きくゆっくり固まる性質が有り、海水や化学作用

の耐性に優れています。この為ダム、港湾、大型構造物に使用されております。

当社の製品は環境負荷を低減したものであるため、グリーン購入法の特定調達

品目の指定を受けています。



＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．法令や条例を順守し、環境負荷低減に配慮した操業を推進します。

２ ．創意工夫により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．循環社会への貢献の為、廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量や排水の削減に努めます。

５ ．省資源化を心掛け、省エネルギーを推進致します。

６ ．安心で安全な製品を効率よく生産し、お客様にお届け致します。

７ ．地域社会とのつながりを重視し、環境活動に積極的に参加します。

８ ．全従業員に行動指針を周知徹底させ、一丸となって継続的に環境保全改善活動に取り組みます。

和歌山高炉セメント株式会社

4

制定日： 2011年7月1日
改定日： 2023年3月1日

□環境経営方針

　当社は環境保全が経営の重要課題であることを踏まえ、法令を順守する事はもちろん
環境経営システム（ＥＭＳ）を構築運用し、自主的かつ積極的に環境保全活動に取り組
みます。
また当社の高炉セメント製造事業等による環境負荷が低減するよう、次の行動指針を定
め、環境保全活動を具体的に推進いたします。



□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名
和歌山高炉セメント株式会社
代表取締役社長　三河　一晴

（２） 所在地
本社・工場 〒640-8404　和歌山県和歌山市湊１８５０番地

☎073-454-2959

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 生産部長 猿田　暁夫
担当者 生産部長 猿田　暁夫

（４） 事業内容
高炉セメント及び水砕スラグ微粉末の製造

（５） 事業の規模
売上高 百万円

名
敷地面積 ㎡
延床面積 ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 和歌山高炉セメント株式会社
対象事業所： 本社・工場
事業活動： 高炉セメント及び水砕スラグ微粉末の製造
認証・登録番号： ０００１１６１
認証・登録日： ２００６年１１月１４日

□事業や製品（商品）の紹介
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4,210
従業員 15

8,629

2023年4月1日

797

事業や製品の紹介

①高炉セメントの製造：住友大阪セメント株式会社からの委託生産

                                      ２０２２年度生産数：747千ｔ

②水砕スラグ微粉末の製造：日本製鉄株式会社からの委託生産

  ２０２２年度生産数：17千ｔ



□環境経営組織図 更新日：

代表者 代表者…必要な環境経営資源の準備、方針の策定をする者。

環境管理 責任者 責任者…環境管理を実行する責任をおう者
環境事務局 事務局…環境管理の具体的な行動を実行や取り纏めを行う者

担当…活動の実績や計画の確認を行う者

環境経営方針の適用範囲は全従業員対象

□役割・責任・権限
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・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認

環境管理責任者

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、環境管理担当の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

環境管理担当

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門における環境経営方針の周知
・環境活動実績の確認・評価
・環境経営計画の審議

代表者
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者を任命

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

社長

生産部長

生産課長

部門長

総務部長

2023年4月1日

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

環境管理担当

役割・責任・権限

環境事務局

従業員 ・環境方針を理解した上での職制別にて職務を履行する。

総務部

スタッフ

生産部

スタッフ
生産部

交替A班

生産部

交替B班
生産部

交替C班
生産部

交替D班



□環境経営目標及びその実績

〇
〇

〇

〇

〇
✕

〇
〇

✕
✕

〇

〇

〇

*原単位の分母は生産数
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環境に配慮した生産活動

基準年比 106%

22,384
26.76
105%
0.36

合計

一般廃棄物の削減

がれき廃棄物の削減(原単位)

水使用量の削減

132%
573

685

79%
1,445

98%

行動目標（次項による）

1,556

599

639

83% 100%
1,4741,430
100%97%

（基準年)

7,242
7.95
100%

15,821

17.38
100%
117

793

100%

0.42

157%

7,404
7.90
99%

15,166

16.18

7,274
8.69
109%

14,701

17.57
101% 93%

590
0.63

409
0.49

2024年

（目標）

7,027
7.72
97%

15,351

16.86
97%
114
0.12
97%

22,492
24.70

97%
0.26

97%
700

700

97%
1,430

490%

98%

546

715

103

97%

ｔ-CO2

原単位

基準年比

ｔ-CO2

原単位
基準年比

ｔ-CO2
原単位
基準年比

ｔ-CO2
原単位

基準年比
ｔ

基準年比

ｔ

基準年比

㎥

380%

2023年

（目標）

7,098
7.80
98%

15,506

17.03
98%
115

99% 127%

（目標）

1,186
80%

76%

99%

15,663

2021年2020年

94%
0.34

96%

12,422

16.27

7,170
7.87

2022年

（実績）

5,840
7.65

17.20
99%
116

94%

0.14
105%

2019年

（実績）（実績）

評
価

0.13

99%

23,180
25.46
100%
0.27

100%
722

1,459
99%

0.13
99%

22,948
25.20

99%
0.27

715

785

石炭使用起因の二酸化炭素削
減

燃料ガス使用起因の二酸化炭
素削減

電力使用起因の二酸化炭素削
減

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

調整後排出係数実績(基準年は
0.318だが目標設定のため2022
年度と同値とした)

原単位

t-CO2/MWh 0.352 0.318 0.311 0.311 0.311 0.311 0.311

18,366
24.05

0.13
98%

22,719
24.95

98%
0.27

98%
707

707

23,160
24.70

97%



□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標：○達成　×未達成
活動：　○大方できた　△半分はできた　×全くできなかった

電力使用起因の二酸化炭素削減

2021年

2022年

石炭使用起因の二酸化炭素削減

2021年

2022年
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475

1,520

736
274

2,340

702
721422 551

0
・故障防止の保全

387 568 568 297365 522

10月

・故障防止の保全 〇

数値目標 〇

1,373

8月7月6月5月4月

11月 12月 1月

3月2月1月12月

9月

#REF!
0 #REF!

目標を達成した。能力が対予算好転したことや石炭水分が
減った効果で原単位も減った。二酸化炭素の発生量を対目
標好転となった。次年度も継続となるよう努める。

1,402 2,053 914 2,292 1,037

2月 3月

1,666

558 597
4月 5月 6月

364

・ｴﾈﾙｷﾞｰ効率の良い運転

573

1,828
2,1302,007 2,130

652 507 442 442

1,711

361

7月 8月

数値目標 〇 目標を達成した。若手の運転技術向、能力が対予算好転し
たことや余力機械の停止を細かく実施した。電力原単位も
減り、二酸化炭素の発生量を対目標好転となった。次年度
も継続となるよう努める。

・ｴﾈﾙｷﾞｰ効率の良い運転 〇

511 464

・故障防止の点検

10月9月

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

0

1,814
1,793 2,320 2,095 1,868 1,688 2,285

1,400 1,511 1,491

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

〇
・故障防止の点検 〇

〇

〇

11月

0

1,000

2,000

3,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10

月

11

月

12

月
1月 2月 3月

電力（MWh） 2021年 2022年

0

200

400

600

800

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10

月

11

月

12

月
1月 2月 3月

石炭（ｔ） 2021年 2022年



燃料ガス使用起因の二酸化炭素削減

2021年

2022年

2021年

2022年

一般廃棄物の削減

2021年

2022年
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2月
3.8 3.9

3月

3月
3.3

3月

4.9

0.03

10月 11月 12月

〇

4.1 3.7 7.6

2月

0.03 0.03 0.03 0.03

4.1

10月 11月

4.3
1月9月

0.02 0.02 0.02 0.02 0.02

7月

11月 12月 1月

3.7 4.3 4.3

〇

11.3
17.517.1 11.0 21.2 12.1 21.3 12.4 15.8
23.7 15.619.8 16.1 15.2 23.2 24.8 11.0 12.2 12.5 12.1

14.2 17.9 15.9

12月8月

0.03 0.03

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0.02
9月 10月

4.6 4.5

〇

9月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

達成状況

0.02

1.4

未達となった。弁当仕出し仕様変更や撤退、廃棄容器など
が増加。発生量が増加したと考えられる。次年度以降目標
を見直していく

使用量は目標を達成した。減産に伴い減ったが、運転停止
回数が増加し、原単位は悪化となった。次年度は削減でき
るよう運転停止回数が減るよう努める。

・故障による起動停止の減少

1月 2月

〇

数値目標 ○

5月 6月 7月

・故障防止の保全
・故障防止の点検

4月 5月 6月

0.03 0.03 0.03 0.03 0.03

4月

・分別の徹底
0%

8月

0.03 0.02 0.04 0.03 0.01

〇
・缶用ゴミ箱の設置
0 0

7月 8月6月

0 0

数値目標

5.1 3.2 6.4 3.5 6.5
5.6 4.7 4.3 7.1 8.7

4月 5月

0.0

10.0

20.0

30.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Ｂｶﾞｽ（kN㎥) 2021年 2022年

0.0

5.0

10.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Ｃｶﾞｽ（kN㎥) 2021年 2022年

0.00

0.02

0.04

0.06

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般廃棄物（ｔ） 2021年 2022年



がれき廃棄物の削減(原単位)

2021年

2022年

水使用量の削減

2021年

2022年

環境に配慮した生産活動

課題を解決しチャンスを活かす取組
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取組結果とその評価、次年度の取組内容

9月 12月

達成状況

1,211 1,012 697
11月

目標を達成した。能力が対予算好転しいる、使用量も減り、
対目標好転となった。次年度も継続となるよう努める。

1月 2月 3月

3月

116 111 140
82 83 91 98 110 91 101

110 126
120 108

4月 5月 7月 8月6月
120 111124 122 129

9月
114

720

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0 625 2,656
829 404

10月 11月 12月

10月
697

1月

数値目標 〇 年間を通じて目標が達成された。生産数量の減もあるが、
大型輸送機の更新など落鉱につながる案件の対策を講じ
ていき次年度も目標達成となるよう努める。

・故障による起動停止の減少 〇
・故障防止の点検 〇
・故障防止の保全 〇

1,059
612 928 661

4月 2月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・節水の啓蒙 ×
・節水弁使用 ×
0 0
0 0

○

104 100 98

達成状況

151

0 0

エネルギー原単位は製造の肝、これらを好転させるべく
ハード、ソフト課題を減らし次年度へ効果がでるよう努める。・二酸化炭素の削減 ○

・廃棄物の削減 ○

・省エネの推進

5月 6月 7月 8月

884 0 699 645 1,018
854 0 1,264 867 875

達成状況

数値目標 〇

○
・法令の順守 ○
・ミル故障率の改善 ×

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
・環境設備の保全 ○ 重大故障があり、年間を通じての故障率は未達。点検を行

い予防保全の効果発現となるよう努める。・環境保全活動の教育
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□環境関連法規等の遵守状況，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

エネルギー消費設備

消防法 潤滑油槽

特定施設 (空圧機・送風機) 

□外部からの環境上の苦情・要請等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 消防訓練
■実施日： ■実施場所：
■参加者： 生産部長・生産課長・生産スタッフ ■実施内容：初期消火、構内消防へ連絡

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

緊急事態の想定： 地震津波避難訓練
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：　高所への避難

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし
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振動規制法

浄化槽法

大気汚染防止法

2022年10月27日　15:00-16:00 　セメントサイロ上
生産課長・生産スタッフ

苦情・要請無し

　　　　津波到達予想時間10分内に全員が避難できた。

　　　　日頃からの防災活動を通じて有事に備えることができた。

2022年12月22日　10:00-11:00 事務所

乾燥炉　粉砕設備　貯蔵所　堆積場　ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ

保守点検、清掃、法定検査

第一種ｴﾈﾙｷﾞｰ管理指定工場

騒音規制法

和歌山県地球温暖化対策条例

和歌山県公害防止条例

ｴﾈﾙｷﾞｰの使用の合理化等に関する
法律

特定工場における公害防止組織の
整備に関する法律

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

グリーン購入法 環境配慮製品の優先購入努力

乾燥炉　粉砕設備　貯蔵所　堆積場　ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
産業廃棄物（がれき・廃プラ類・廃油・水銀使用製品）

特定施設 (空圧機・送風機) 

適用される法規制

フロン排出抑制法 業務用空調機、   エアドライヤ

廃棄物の処理及び清掃に関する法
律

特定届出施設

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。



□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境方針

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他 ◇実施体制他

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介
　①昼休み休憩時間の消灯 ④電灯のLED化 ⑦空冷ファン付作業服の導入
　②花壇の整備 ⑤モーターやファンの高効率化 ⑧集塵機の更新
　③廃棄物の分別 ⑥ハイブリット車の導入 ⑨ｴﾈﾙｷﾞｰ使用状況に関する会議
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【前回の指示への取組結果】

   2022年度は前年度より生産数量は大きく減少しました。１ヶ月連続停止によるメンテナンスを行いました。
エネルギー原単位は大きく目標を好転することができました。今後、目標達成できたものは継続、課題が残る案
件は目標達成できるよう従業員一丸となって取り組んでいきましょう。

2023年6月15日

コンプライアンス順守は企業の責務で根本的に変
わることは無いが、状況への対応は年々厳しくなっ
てきている。

システムが機能しており、環境方針変更は見直しの
必要は無いと思います。

がれき原単位、故障率で目標設定をおき取り組ん
でいった。故障率は残念な結果となった、次年度
以降に課題が残る。

有効に機能しており、環境目標変更の必要性は無い
と思います。

・利害関係者からの苦情・要請等…無し
・環境法令上の問題点等…無し

2017年版エコアクション21のガイドラインに基づきシ
ステムを推進させたいと思います。

２０２３年度の取組
　
当社のエネルギー使用量の大半はスラグミル運転に係わるものであることから、スラグミルの能力確保は不可欠である。
予防保全を行い重大故障の一因を取り除き、機器の健康度を維持して適正な安定操業を実施していきます。
なお、2023年度の環境対策投資は、直接環境に関わる集塵機整備と老朽設備の更新によるエネルギー使用量の削減を
行っていき、CO2削減や省エネルギーに従業員一丸となり取り組みます。

2023年6月　           和歌山高炉セメント株式会社    三河一晴


